



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　陶淵明（325~427 年）と西行（1118~1190 年）は生きた時代に 800 年ぐらいの隔たりがあり、
二人の隠遁には因果関係はほとんどない。西行は陶淵明から何も影響を受けていない。だが、二
人の隠遁を比べてみると、似ている点もある。そして、陶淵明と西行との対比の中で見えてくる
中日両国における隠遁思想の似ているところと違うところをまとめてみた。
◆　類似点
 寂しく、苦しい隠遁生活には精神的な支えとなるものがいる。中国の隠遁者の場合は老荘思
想が支えとなり、日本の場合は「原郷世界」のような理想的な観念世界の存在が考えられる。
 隠遁者たちが自分の捨ててきた場所を「俗の世界」と見なすことには、仏教の影響があると
考えられる。（その「俗の世界」は、中国においては宮廷社会で、日本においては律令体制
の世界と考えられる）以下、図式で簡単にまとめた。
　　　
 隠遁と言っても、ずっと一人で辺境に暮らしているわけでもない。世俗とのつながりは持っ
ていた。陶淵明の場合は当時の権力者に「知己」がいた。西行も勧進などでよく上層階級の
人と会ったりした。
 何か具体物によって、自分の気持ちを表すところは、陶淵明と西行では同じと言えるだろう。
陶淵明は、菊や松などによって、暗い官吏生活をきっぱりと辞め、高潔で、超然とした志を
もって生きる決意を表した。西行は桜や月を詠んで、「もののあわれ」を表現した。
 隠遁するとき、心に迷いがある。寂しく、厳しい隠遁生活はそう簡単にできるわけではない。
西行は草庵に身を置いていても、時々都の事を想い出して、懐かしむ。すると、そういう迷
いのある自分が嫌になり、自分を責める。陶淵明の場合は、官吏生活から抜け出ることをう
れしく、楽しみに思うが、時には、自分を寂しく、群から離れた鳥とたとえ、かわいそうに
思う。
◆ 中日の特徴
日本における隠遁は仏教と深い関係のあることが分かった。
律令体制
内世界
原郷
世界
宮廷
社会
老荘
思想
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 隠遁者を分類してみると、僧侶からの隠遁者が圧倒的に多い。
これまでの研究によると、日本の隠遁者には、僧出身の隠遁者が一番多い。隠遁生活は寂しく、
厳しい生活環境であることはいうまでもない。隠遁を決心するひとには心の強い人間しかいない。
僧は一度世間を離れた人間であるから、厳しい修行にも堪えた、かなり強い心の持ち主と言える
だろう。こういう所からもなぜ僧出身の隠遁者が多いかが窺える。
石田吉貞『隠者の文学』によると、日本における隠遁の分類（三十人）は以下の通りである。　僧
侶　（十三）　貴族　（八）　武士　（三）　庶民　（六）（『撰集抄』の巻首から、順に三十
例）
　
隠遁の類別
43%
27%
10%
20% 僧侶
貴族
武士
庶民
 隠遁者は隠遁した後、修行や勧進など仏教に関する活動をつづけた。
 仏教の無常観は隠遁者に大きな影響を与えた。
 日本における隠遁は個人の問題で、政治とあまり関係がないが、日本における隠遁
の一つの特徴は「王法仏法不二」への批判である。日本の仏教ははやくから官寺仏
教として発展したが、王朝国家体制の発達にともない、権門勢家に庇護を仰ぐ権門
仏教と化した。そのため俗化した教団・寺院を嫌い、そこを離れて、再出家しよう
とする隠遁者が出てくる。「我が国の隠遁は『王法』や『仏法』に対して、否定的に
は働きかけるのであり、それらの『不二』の関係へくさびをうちこんだのであった。」
（桜井好朗『閑居と漂泊—隠遁の文化的構造』）
◆　中国における隠遁
 中国における隠遁者は「仕官」するかどうかという問題と深く関係していた。
 隠遁者の分類からみると、隠遁というものは、一般の庶民にほとんど関係ない。官
僚からの隠遁者ばかりだ。（その「官僚」の意味するものは、『中国の隠遁思想』の
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研究を引用すると、士大夫階級、読書人階級といった知識階級である。）
 陶淵明の隠遁は政治に深く関係している。仕官するかどうかを迷い、往きつ戻りつ
する状態であった。それは陶淵明一人の特徴ではなく、中国における大多数の隠遁
者の隠遁は政治に関係している。「賢者が世に処する場合、天下が乱れておれば隠棲
し、よく治まっておれば仕官するとのことである。」というのは中国では古代から読
書人に共通の認識といえる。隠遁は処世の道の一つとして尊ばれていた。読書人た
ちは自分の考えが全うできない、世の中の考えと合わないときに、隠遁という道を
選んだ。政治や社会へ直接的な批判もする。
今回のレポートで、中国と日本における隠遁について論じてきた。陶淵明と西行を二
人しか例として取り上げたが、中日両国における隠遁が少しわかるようになった。そし
て、違いからわかるように、隠遁は中日両国の異なる文化や歴史の背景と深く関係して
いる。中日両国は一衣帯水の隣邦であり、昔から文化などの交流が続いてきた。今回の
レポートを書いているうちに、いろいろな資料を触れることができ、中日両国における
文化は似ているところが多いのがつくづく思うようになった。これからも自分の関心の
あるところをみつけて、研究していきたいと思う。
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